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安野嘉晃氏の紹介

筑波大学数理物質科学研究科 谷田貝 豊彦

安野嘉晃氏は1997年に筑波大学基礎工学類を卒業，筑

波大学大学院理工学研究科 (修士課程)に進学し，スペク

トル変調によるフェムト秒パルスシェイピングにおける時

空間結合効果に関する数値解析を行った ．1999年に筑波

大学工学研究科 (博士課程)に進学，日本学術振興会特別

研究員 (博士課程)として時空間光情報処理に関する基礎

検討 ，および，その応用としての高速トポメトリー装置の

開発 を行い，2001年に「時空間光情報処理：その概念と

応用」というテーマで博士 (工学)を取得した．

その後，日本学術振興会特別研究員 (ポスドク)として

筑波大学物理工学系においてフーリエドメイン光コヒーレ

ンストモグラフィーの開発を開始 ，また，同時に Institut
 

fur Techniche Optik,Universitat Stuttgartにおいて共焦

点顕微鏡の開発を行い ，2003年より筑波大学助手とし

て筑波大学応用光学実験室内におけるサブ研究グループ

“Computational Optics Group”(COG;http://optics.bk.

tsukuba.ac.jp)を組織し，実用的なフーリエドメイン光コ

ヒーレンストモグラフィー装置の開発を行っている ．今

回受賞の契機となった「偏光感受方フーリエドメイン光コ

ヒーレンストモグラフィーの開発」 は氏のポスドク時代

の研究成果，および，それをCOGにおいて発展させたも

のである．

光コヒーレンストモグラフィーは非破壊・非侵襲の生体

断層計測法である．さらに，その光コヒーレンストモグラ

フィーを本質的に改良した高速・高感度版がフーリエドメ

イン光コヒーレンストモグラフィーである．氏は時空間光

情報処理の研究過程で開発した「時空間光相関器」が，当

時ドイツ・エアランゲンで研究が始まったばかりのフーリ

エドメイン光コヒーレンストモグラフィーと近い概念であ

ることに着目し，光情報処理および干渉縞計測のさまざま

な概念をフーリエドメイン光コヒーレンストモグラフィー

に導入することを試みた．

その中の一環として，世界で初めて生体試料の複屈折特

性を計測可能なフーリエドメインOCTを作成 ，必要な

計測量を4分の1にした高速版を作成した ．

さて，安野氏はこのような先駆的な研究の傍ら，三線

(さんしん)をこよなく愛し，“ちゅらさんの恵文”のよう

に，毎晩，研究室で沖繩民謡を奏で，学生を慰める心遣い

も忘れない(できれば忘れていただきたい)．今後の活躍を

期待したい．
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